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説

心
學
に
就
て
(
こ

・

心

學

に

就

て

二

)

第
八
巻

(第

「
號

三
二
)

三
二

勘

ゴ

r

、
瀧

本

誠

,
一

ラ
一

心

學

の

名

禰

(

心
學
は
道
學
ご
も
云
ふ
、通
俗
に
は
心
學
道
話
ご
聯
結
し
て
爾
す
る
を
例
ε
す
、
漢
學
者
が
.恥
法
の
畢
、
心
性
の

一撃
、
性
理
の
學
、
窮
理
の
學

(軍
に
理
學

と
も
云
)叉
格
物
知
致

の
學
な
ざ
唱

へ
た
る
は
、
皆
此

の
心
墨
の
こ
ご
で

「

一

あ

る

・

　

支
那
に
て
裏

芸

ふ
籍

は
何
代
に
何
人
が
唱

へ
出
し
を

暮

知
ら
ざ
れ
竃

・
響

く
は
末
代
塩

つ

穴
も

の
で
あ

ら
ふ
と
思

は
る
、
世
上

　
般

に
は
宋

の
朱
嘉

を
以
て
.心
墨

の
元
祖

で
あ

る
ご
し

て
居

為
様

で
、
.明

の

元

弘
齋
・
云
ふ
朱
墨
涙

の
入
は
、
朱
子
.璽

録
な
る
も
の
を
編
纂
し
、
其

の
自
序
に
於

て

「晦
蓄
朱
先
生
之
學
其

…
心
學
実
子
」
ご
云
っ
て
居
る
の
で
あ
る
、
然
し
朱
黒
自
ら
心
墨
な
る
語
を
使
用
し
な
か
ざ
う
か
は
未
な
朱
子
の
全

　
景
象
を
悉
く
一渉
猟

し
だ

こ
と
な
き
淺

學

な

る
我
一箪
ざ
も

の
知

ら
さ

る
研
一な
れ

ざ
も

、
現

に
南
冷木
の
眞

西
[山
}は
蛙
ハ
の
大

　
學

衍
義

に
心
學

以
=
主
卸

一爲

レ本

ご
云

ひ
、
文
林
胴

の
源

流

至
論

に
も

、心
墨

の
目
あ

る
を
見

れ
ば

、

末
末

元
初

の…

.

頃

に
は
既
に
多
少
使
用
さ
れ

つ
Σ
あ
っ
な
こ
酋
は
明
白
で
あ
る
、
撚
れ
ざ
も
宋
元
の
儒
者
は
多
く
は
性
理

の
學
、

…
窮
理

の
畢
若
く
は
萢
學
な
ざ

、
稠
し
、
心
墨

の
語
は
鯨
り
多
く
使
用
し
無
か
つ
な
様

な
れ
ぜ
も
、
明
に
至
り
て

甲一

一
般

に
此

の
稠
呼

を
採

用

し
な

る
も

の
、
如

し
。
.

-



'

我

か
日
本

に

一6
畢

の
語

を
誘
入

し
挺

る
も

の
は
何
人

な
る
か
、
足

れ
亦

穴
我
輩
め

確

ご
知

ら
さ
る
所

菰

る
も
、
..

一
中
江
藤
樹

全
書

の
庭

々
に
斯

の
語

の
散

見

し
居

る
を
観

れ
ば

、
此

の
時

代

の
學
著
聞

に
は
、
聖
人

の
學
問
を
総

て

一5
畢

ご
粗
し
、
殊

に
藤
樹

一
派

の
學
者

は
、
世

上
に
於

て

】
般

に
.恥
學
者

を
以

て
目

せ
ら
れ
居

た
る
と
見

へ
、
現

.

に
全
書
巷

七
藤

樹
が
某

氏

に
答

へ
起

る
書
中

に

「
拙
者

と
て
も
世
間

に
は
心
聾
者

ご
申

す

と
承
候
、
初
學

の
ε

き

　

」
は
心

得
違

に
て
自

ら
招

き
な

る
こ

ご
に
て
候

得
共

、
近

年

は
.心
學

の
名

、
同
ビ心
に
無

レ
之
候
、
遺
學

な
れ

ば
學

に

て

　

コ

こ

そ
有

べ
く
候

へ
、
何
れ

ε
名
付

け

て
も
偏
倚

す

る
は
非

な

り
」

ご
云

へ
る
に
徴

す
れ
ば
、
彼

が
初
學

の
ε
き
、

…
郎
「ち
年
少
時
代

に
は
自

ら
心
學

を
表
榜

し

て
居

っ
た
ら

し
"
思

は
れ
、
又
此

の
文
句

に
依

れ
ば
彼

れ
は
ソ思
學

の
語

…
の
穏
當

な
ら
ざ

る
こ
と
を
錯

り
、
そ
れ
よ

り
は
寧
ろ
道

學

ご
構
す
る
方
を
是

な
り
ε
ず

る
も

の

㌧
如

く
な

る
も

.

…
そ

れ
に
も

拘
は

ら
す
彼

は
終

身
心
學

の
語

を
使
用

し

つ

N
あ

っ
な

ざ
見

へ
、
其

の
卒
去

の
前
年
即

ち
丁
亥

(正
保

　
コ

　
四
年
)
春

の
著
作
こ
せ
ら
る
＼
翁
問
答
岬
に
心
學
を
能
く
勤
む
る
賎
男
賎
女
は
書
物
を
譲
ま
す
し
て
讀
む
な
り
」

　

ラ

一
一

云

々
ご
云

っ
て
・
明

か
に
之

を
使
用

し
て
居

つ
穴
謹
櫨

が
あ

る
・、
故

に
此

の
語

は
矢
張
江
西

の
道
聾

者

の
口
に
出

　「
て

渋
る
も

の
に
あ

ら
さ

る
か

ε
推

測

さ
る

》
の
で
あ
.る

、
藤
樹

の
卒
後

二
年

、
即

ち
慶

安
三
年

に
出
版

し
ね

み
心

灘

五
壇

日・
・
も
の
あ
り
、
此
の
誓

は
何
人
・
・
婁

髪

し
と
錐
ご
も
、
粟

虚

者
。
云
墜

る
所
。
依

一
れ
ば
、
藤
樹

の
門
人
熊
澤
了
介
の
著
作
な
り
と
云

へ
り
、
我
奄
は
其
の
果
し
て
然
る
や
否
を
詳
か
に
せ
ざ
る
も
、

一
書
名
に
心
墨

の
構
呼
を
冠
し
た
る
は
蓋
し
之
を
以
て
嚆
矢
ご
す
べ
し
、
而
し
て
此

の
五
倫
書
は
石
田
梅
巖
以
後
の

一心
學
書
に
比
す
れ
ば
、
多
少
の
相
違
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、
通
俗
的
に
干
飯
名
文
を
以
、て
五
倫

の
道
を
説
き
、
天

皿
痘
、
明
徳
、
誠
、
敬

の
激
を
本

と
し

、
天
照
太
神
の
神
徳
、
繹
迦
如
来

の
功
徳
を
賛
す
る
が
如
き
純
乎
な
る
心

一
訟

誠

心
學
に
就
て
(
=

第
八
巻

(第

「
號

三
三
)

三
三

1)

2)

3)

慶安元年(戊 子)四十一歳 にて.卒す.
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論

説

心
學
に
観
て
2

)

・

第
八
巻

〔第

「號

三
四
)

三
四
.

…
學

の
旨
趣

に
符
合

せ
ざ
る
は

な
し
、
乃
ち
此

の
書

の
著

者

は
更
し
了
介

に
あ

ら
す

ε
す

る
も
何
人

か
江

西

の
流
を

汲

む
も

?

手
中
に
出
で
砦

こ
ご
疑
ひ
な
き
が
如
し
、
故
に
日
本

に
始

め
て
心
墨

の
謂
呼
を
誘
入
し
た
る
は
藤

一
樹

な
り
ご
云

へ
ば
、
當

ら
ず

ご
錐
も
遠

か
ら

ざ
る
を
知

る
。

…

　…
-
に

學

読

ノ
傅
來

及
要
領

.心
學
者

の
云
ふ
所

に
依
れ
ば
、
.心
墨
の
系
統
は
、
三
代
よ
り
孔
子
に
傳
は
り
、
孔
子
よ
り
子
息
孟
子
に
及
ひ
、
.

…
そ
れ
よ
り
宋
の
周
織
程
明
麗
鮒
川
を
経
て
朱
子
に
至
り
、
遂
に
日
本

の
石
田
梅
巌
に
傅

は
り
な
る
も
の
な
り
ご
云

5

の
　
此
の
吉
固
よ
り
取
・
に
足
ら
ぎ

も
、
彼
等

の
主
張
す
る
所
は
皆
支
那
の
聖
警

語
を
組
護

衛
し
な

る
も

の

に
し
て
其

の
主
な
る
も
の
は
舜
が
夏
の
禺
王
に
位
を
譲

ら
ん
こ
す
る
ご
き
、
人
心
惟
危
、
道
心
惟
微
、
惟
粧
惟

一

元
朝
・旅

中

・
ご
戒

め
ら
れ
な
る
語
を
取
り
、
叉
は
孔
子
が
易
を
違

ら
れ
た
る
薯

、
窮
レ理
鑑
硅

至
レ命
ピ
云
は
れ

六

る
の
言

に
依

り
、
若

く
は
叉
手
思

が
中
庸

に
於

て
天
命

之
謂

レ性

、

牽

レ性
之
謂

レ
道
、

脩

レ道
之
謂

レ激

と
云
は

一
れ
塔

語
、
誕

孟
子

に
輩

ー
ハ心

者

知
三
菱

匝

、
知
二
美
鈴

則
知
レ天
美
、
芸

ひ
・
葦

間
之
迅
無

レ
他
・

」求

真

数
.心
・而
忌

云

へ
る
か
如
書

聖

標
善

し
て
、
之
を
轟

的
に
難

敷
衍
し
砦

に
過
ざ
る
の
で
あ

一
る

。

…

.
支
那
に
於
け
集

儒

の
心
學
、
讐

所
謂

る
道
學
若
-
は
性
理
學
な
ξ

唱

へ
た
る
も
の
も
・
養

斯
く
の
如

き

聖
賢
の
語
を
直
書

解
羅
し
て
、
事
六

つ
か
ヒ

説
き
立
て
な
る
も
の
に
し
て
、
日
本

り
心
學
は
塗
↑
そ
れ
を

.

學
ん
だ
の
で
あ
る
、
乃
ち
藪
に
朱
儒

の
説

の

一
端
を
示
せ
ば
、
先
つ
第

一
に
朱
子
學
涙
は
孟
子
性
善
の
説
及
放
心

.

4)上 河洪水 の小繋豚 傳圖な見 るべ し

5)設 卦傳



を
求

む
6

の
説

を
執

っ
て
、
其

の
學

説

の
板
櫃

ε
な
し

、
心

を
以

て
絶

…封
の
も

の
ε
認

め
、
惟
心
無

レ…封
ご
云

ひ
、

の

の

　

　

　
又
心
是
本
来
完
全
之
物
&
云

ひ
、
文
応
是
身
之
主
宰
、
性
是
心
之
道
理
な
ざ
＼
云
っ
て
、
心
ご
理

(溢
理
叉
は
天

一
理

ご
云
)
と
全
然
同

一
の
も
の
虚
し
、
所
謂
主
宰
者
即
是
理
也
、
木
下
是
心
外
別
有
二
個
理
.↓
々
外
別
有
圭
個
心

,

　

　

ビ
説

き
て
、
心

ご
理
ご
は
二

つ
の
も

の
に
あ

ら
ざ
る
こ

こ
を
論
ず

る
が
故

に
、
朱

子

の
學

は
之

を
心

學

ご
も
云
ひ

文
理
學

と
も

云
ふ

の
で
あ

る
、
朱
子

は
叉
中
庸

の
説

を
解
繹

し

て
天
命

之
謂
レ性

、
節
止
.心
也
、
牽

レ性

之
謂

レ道
、

…
亦
此

心
血
、
修

レ道

之
謂

レ撤
、
帥
此
、心
也

、
以
至
正
於

致
=
中
和

↓
賛

甲化

育
b

亦

只
此
.沿
也
、
致

レ知
即
、恥
知
也
、

格

レ物

師
此

一6
格
也

云

々
ご
述

へ
.て
、
人
間

の
行
鴬

の
根

本

は
、
皆
・心
に
あ
り
ε
し
、
道
心
常

に
烱

々

ε
し

て
明
な

.

れ
ば

〔物

欲

に
蔽

は
れ
ざ
れ
ば

)
四
膿

は
礪
束
を
須

ひ
す
し

て
自

ら
規
矩

に
入

る
も

の
♂
な
し
、
入
間

は
生
れ

な

が
ら
に
有

す
る
性
命

の
本
然

、
帥
ち
徳

性

に
復

へ
れ
ば

そ
れ

で
聖
人

と
な
ら

る
Σ
ご
云

ふ

の
で
あ

っ
て
、
之

を
換

言
す

れ
ば
放
心

を
求
む

る
の
が
聖
門

に
入

る
の
道

で
あ

る
ご
論
断
す

る

の
で
あ

る
、
故

に
爲

レ學
須

乙
是
求

レ復
=
其

初

噛
求
・
全
下
天

之
所
二
以
毘
ヂ
我

者
上
始
得
甲
ご
違

へ
て
、赤

子

の
.心
の
有

り

の
ま

》
な
る
を
頁

.恥
こ
も

て
、
其

の
初

に

　
復

へ
る

べ
き
を
主

張

す
る
も

の
な
れ

ば
、
之
を
構

し
て
復
初

の
説

と
も
云

ふ
、
而

し
て
朱

子
は
叉
大
學

に
あ

る
格

一
物
致

知

の
説

を
解
繹

し
て
拵
物

致
知
、
乃
是
即
二
事
物

上

↓
窮
一一得
本

來
自

然
當
然
之
理

叫
而
本
心

知
豊

之
禮

、
光

明
洞

蓮
、
無

レ所

し
不

レ照
耳

ε
云

っ
て
、
畢
問

の
要

は
理
.を
窮

む

る
に
あ
.り

と
し
、
.理

を
窮

む

る
&
は
人

に
印

て
之

を

云

へ
ば
、
.心
を
窮

む

る
の
で
あ

る
、
心

を
隔躬
む

る
ご
は
.心
を
識

る
こ
ご

で
あ

る
、
…然
ら
ば
.恥
を
}舐
る
ε
は
如
何

な

る
こ
ご
か
ご
云
ふ

に
、
そ
れ

は
識

レ心
乃
欲

レ識
二
蛇
心

之
義

理
精
微

一耳

と
説

き

、
心

の
義

理
精
微

を
知

ら
ざ
れ

へ

も

や

や

ば
善

悪
が

分
ら
な

い
ご
云
ふ
の
で
あ

る
、
心

の
義

理
精

微

を
識

る
に
は
或

は
静
坐

巴
云

ひ
或

は
特
級

ご
云

ひ
心

を

論

賊

心
學
に
就
て
(
ご

第
八
巻

(第
一
義

三
五
)

三
五

6)

η

8)

朱子心學録巻五
、同上

同上



論

説

心
學
に
就
べ
(
}
)
.

第
八
巻

(第

「號

三
六
}

三
六

　
静
粛

に
し

て
惚

れ
慎

み
て
、
各

々
其

の
本
心

に
省

み
れ

ば
、
自
然

ご
悟

道

の
域

に
入

る

べ
し

ご
云

ふ

の
で
あ

る
、

乱即
ち
之

を
約
出目
ず
れ
ば
本
.心
を
常

に
し

か
と
保

っ
て
居

っ
て
放

さ
ぬ
様
…に
せ
よ

ε
云
ふ
に
過

さ
な

い
の
で
あ

る
。

朱
子

ご
同
時

に
陸
象
山

と
云

ふ
人
あ
り

、
此

の
人

の
學
説

は
多

少
朱
子

と
異

な
る
所

あ
る

も
、
矢
張
回
し
く
本

.恥
を
差

せ
す

る
の
學
問

に
従

事
し

、
大
同

小
異

の
説
を

唱

へ
た

り
し
が
、
此

の
人

の
學

豚
を
傳

へ
て
別

に

一
派

を

開

き
な

る
は
、
明

の
大
儒
王
陽

明

で
あ

る
、
陽

明

は
朱
子

ご
並

ひ
確

せ
ら
れ

て
、
孔
孟
以
後

の
儒
宗

ε
仰
が

る

》

人

な
る
が
、
此

の
人

は
冥
加
を
以

て
學
問

の
標

的

ε
し

、
毎

に
門

人

ご
學

を
論

ず

る
と
き
は
無

・苦
難

レ悪
心

之
罷

.

有

・善
有
・
悪
意
之
動
、
知
・
善
知
・惑
星

良
知
、
多

苦
虫
悪

是
格
物

の
四
旬
を
提
唱
レ
て
立
教
の
規
曹

な
し
卵

て
所

謂

る
知
行
合

[
の
畢

を
主
張

し
な
る
は
、
朱
説

窮
理

の
論

ご
柳

か
合

は
ざ

る
所

あ

る
も

、
要
す

る
に
陽
明
も

亦
.心
を
盤

す
を
以

て
學
問

の
要
旨

ご
し
、
萬
事

の
主

宰

は
唯

な

一
つ

の
良
心
に

あ
り
.と
す

る

の
読

に
外

な

ら
ざ
れ

.

一
ぱ
蹄

す

る
所

は
朱
王
共

に
.心
墨

の
範
國

を
脱

す

る
こ
と

は
出
来

な
い

の
で
あ

る
。

加
之

な
ら
事
朱
王

の
學

は
共

に
多
く
偽
者

の
説

に
基

づ
き

な

る
も

の
で

あ
る
、
両
派

の
學
者
は

力

を
極

め

て
其

の
然
ら
ざ
る
所
以
を
嚇
す
.。
も
、
遂
に
佛
老

の
臭
味
を
離
脱
す
る
こ
罷

は
ざ
る
は
、
其

の
所
轄

明
謹
す
る
所

「で
あ

。
菜

學

の
濠

を
以

て
推

・
る
＼
李
退
漢
皇

民

の
學
を
譏
り
、
王
陽
明
之
學
鼻

於
象
輿

而
以
二
本
歩

.

爲

レ宗

、
蕃
皆

繹
學
也

ご
云

ひ
且

つ
其
初
亦
只

爲
レ厭

三
事
物
老

鴬
二
心

害
↓
而
欲

レ去

レ之

、顧

不
レ欲

三滅

比倫
組

レ物

、

.

如

・稗

氏
所

知

、
於

・是
創
・・爲
.心
即
興
也
之
垂
.

謂

下
天
下
之
理

、
只
在

二
於
吾
再

訪

下
上
レ
在
二
於
車
掌

…
・
然

則
所

レ謂
事
物
者

、
錐

・如
一
一五

倫
之

重

↓
有
亦

可
、
無

亦

可
、
劃
而
去

レ
之
亦
可
也
、
是
庸
有

レ
異

一一
於
羅
氏
之
敏

一

乎

哉
云

々
ε
諭

し
て

痛

く
王
氏

私
排
斥

し
允

る
は
、

必

ず
し
も

失
當

に
あ

ら
ざ
る

の
み
菰

ら
す
、

王
氏

の
學

の

9)

10)

u)

王 龍漢語簸 に擦 ろ

王 學辮集六枚 目

同上七枚 目



霧

氏
に
異
な
ら
ざ
る
こ
島

に
李
氏
の
説
の
如
し
・
雌
も
、
何
ぞ
知
ら
ん
、
李
氏
が
王
氏
の
創
婁

し
て
攻
撃
し
.

.

馨

心
墨

坐

説
は
・
前
麹

記
す
る
が
如
く
・
明
か
墨

氏
の
纏

・
3

あ
柔

子
の
創
擢

・
.・
、
彼

は
身

の
主
宰
た
る
心
は
・
帥
ち
得

し
て
、
心
礎

饗

し
、、
理
外
に
心
底
し
轟

き
、
　籤

運

(麗

響

も

云
ふ
)
不

是
外
来
物
喪

具
是
豪

金

合
有
底
、
只
是
劣

要
二
鑛

憲

諭
し
つ
あ

っ
て
全
一
王
昏

其

一
・
説
所

筒

・
募

窮

余

・
、
然
・
ば
王
氏
・
學
・
盤

糞

な
・
ざ
る
は
朱
子
の
學
の
僕

・
異
弩

容

る
高

一
に
し
て
、
王
氏
の
學
糧

覆

れ
粟

子
量

も
亦
難
民
で
あ
・
、
太
宰
春
書

志

性
理
氣
之
談

.

一
胚
二
胎
於
千

思

↓
萌

二
芽
於
孟

子

「
雨
後
長

一[大
於
朱
儒

↓
即
興
二
俳
話

一同
二
真
締

嚇
何

足

レ怪

哉

…
…
朱
儒

之
道
倣
レ

の

一
佛
者
十

八
九
、
徹

レ老
君

す

一
二
云

々
ご
、
論
、矯

激

に
似

な
り

ご
雄
も

、
亦

必
す
し

も
擦

る
所

な
き
に
あ

ら
ざ

ろ
を

.
、

一

知

る
・
我
か
日
本

の
心
學
者

篠

佛
を
打
し
ノ・
一
丸

毒

し
、
之
に
加
味
す
る
に
棘
導

以
て
し
て
、
所
謂

る
三
塾

　

竺

致
の
説
を
唱

へ
砦

は
蓼

亦
繁

き
に
あ
享

。

　

ら

一
日
本
に
心
學

の
傳
來
し
奄

は
勿
論
朱
詰
四
書
が
渡
來
し
な
る
以
後

の
こ
蒙

る
べ
.し
、
或
は
北
條
及
足
利
両
.

翻

代
に
於
て
も
既
に
宋
讐

葦

講

明
し
居
慧

・
の
袈

…

冒

し
・
・
で

、
.夫
の
俗
間
に
弘
法

傳
激
両
大
師
の
作

こ
し
て
鯨

へ
ら
る
N
蜜
語
鰍
若
く
は
承
久
年
間
順
徳
帝
の
天
覧
を
賜
は
り
だ
り
ε
稠
せ
ら
る
、

…
祐
薙

薯

棄

し
て
其
竈

の
も
の
な
ら
ん
臨

・此
無

心
學
蛍
口
の
愛

・
ら
ん
も
智

可
ら
ざ
・
・
、そ
れ

療

論
甚
藍

は
し
　

・
で
・
・
て
・
眞
・
重

・
行
・
窟

・
鷲

集

茜

講

渡
來
・
砦

　

・
・

ご
後
の
事
に
し
て
・
確
か
居
る
所
は
徳
川
氏
の
初
代
藤
原
梶
窩
林
羅
山
番

か
衆
説
を
唱
道
し
な
る
頃
.ぢ

始
ま

　り
砦

あ

な
ら
ん
恵

は
る
・薩

表

象

朝
古
衛

士
静

響

、皆
糠
二漢
藷

訓
↓
未
・能
・
知
・
程
歪

一
論

説

心
墨

に
就
て
(
一
)
.

笑

巻

(
笙

號

三
七
)

三
七

12)

13}

14)

三五頁

朱子心學録巻一
讃大疑錬



論

説

心
學
に
就

て
〔
「
)

第
八
巻

{
第

一
號

三
入
)

三
八

學

一也
、
五
十
年
箭
家
君
(林
羅
山
を
指
す
)始
諸
王
論
語
集
註
於
三
兄
師
↓
以
述
コ
聖
賢
性
理
之
旨
門
松
レ是
畢
者
得
レ

窺
=朱
儒
之
説

一云
々
ご
あ
る
は
少
し
く
家
學
に
私
す
る
の
嫌
な
き
に
あ
ち
ざ
る
も
、
兎
に
角
朱
儒

の
道
學
は
此

の

時
代
よ
り
漸
く
盛
に
行
は
る
Σ
に
至
り
し
こ
ご
は
我
輩

の
欝
を
待
ざ
る
所
で
あ
る
、
撚
れ
ご
も
其

の
後
間
も
な
く

中
江
藤
樹

出
て

、
頻
り
に
陽
明
の
説

を
唱

へ
、
練
き
て
叉
山
崎
闇
齋
な
る
も

の
現
は
れ
、
朱
説
に
我
か
日
本

の
棘

.

道
を
加
味
し
な
る

一
種

の
道
學
を
主
張
し
、
皆
各
々
門
戸
を
張

っ
て
、
盛

に
性
理

の
學
夕
鼓
吹
し
π
る
こ
蓬
な
れ

ば
後
家
所
謂
心
學
の
淵
源
は
之
を
梶
窩
羅
山

の
如
き
朱
子
學
振
に
締
す
べ
き
か
、
藤
樹
等
の
陽
明
學
涙

に
蹄
す

べ

き
か
、
將
又
聞
齋

一
派
の
未
読
兼
神
道
の
造
畢

に
蹄
ず
べ
き
か
は
我
輩

の
容
易
に
断
言
し
能
は
ざ
る
所
な
る
も
、

一
從
來

一
般
に
傳

～
ら
る
温
所
航
依
れ
ば
我
か
日
本
に
於
け
る
.心
墨

の
元
耐
は
藤
樹
及
其

の
門
人
熊
澤
了
介
で
あ
る

一

せ

云
ふ
の
で
あ

っ
て
、
而
か
も
共

の
誘
は
成
る
程
度
に
於
て
事
實

り
眞
(相
を
得

な
る
も
の
益

四
は
ざ
る
可
ら
す
、

乃
ち
藤
樹
及
了
介
は
闇
齋

の
如
く
御
幣
を
奥
甲
に
振
り
翳
し
て
高
天
原
を
説
か
ざ
り
し
も
、
矢
張
他

の
朱
子
學
浜

北

比
較
す
れ
ば
彼
等
塵

説
は
駿

神
道
参

し
て
、
漢
儒
に
不
似
合
の
吉
ぞ

、
殊
に
藤
樹
の
如
き
ば

「我
朝一

一
の
神
里

の
象
ご
唐
土

の
聖
人
の
盲
ご
符
節
を
合
せ
穴
る
か
如
し
-…
:
故

に
神
道
に
深
き
者
は
儒
送
を
か
ら
で
も
心

泣
明
か
に
政
敏
偏

れ
り
」
な
ざ

Σ
云
っ
て
大
に
神
道
を
賛
成
し
、
共

の
著
書
中
に
於

て
屡

々
斯
く

の
如
き
旨
意

を

漉
し
つ
エ
あ
る
は
世
人
の
知
る
通
り
の
事
實
で
あ
る
、
而
し
て
此

の
黙
に
於
て
は
了
介
も
亦
共

の
師

ご
回
し
く
神

道

の
鼓
吹
者

で
あ
っ
て
、
彼
か
著
作

こ
し
て
傳

へ
ら
る
」
三
輪
物
.詰
及
三
肚
詫
宣
之
註
ド
曽題
す
る
短
篇
を
見
れ
ば

㎜
歴
然

と
し
て
彼
が
醜
道
臭
き
學
説
を
唱

へ
つ
玉
あ
っ
穴
こ
ご
ば
明
か
で
あ

る
、
加
之
な
ら
す
此

の
両
人
は
其
の
著

書

中
に
往
々
佛
徒
を
譏

る
か
如
き
暑

あ
る
も
、
其

の
穫

等
は
宛
も
朱
王
両
氏
が
口
に
繹
氏
を
排
斥
し
乍
ら
内

.
覧16)藤 樹全書巻六 の添中道大 義の章

17)元 砥板 儒生 雑言巳巻之r



寅

は
大
に
之
葱
採
用
す
る
か
如
一
、
佛
誘
を
徹
底
的
に
排
斥
せ
さ
る
の
み
な
ら
す
、
却

っ
て
大
に
之
を
奪
重
し
居

湿

る
こ
ご
は
是
亦
彼
等

の
著
書

に
徴
レ
て
疑
な
き
所

で
み
る
、
現
に
藤
樹

は
其

の
人
に
與

へ
拠
る
書
翰
の
中
に
「成

ロ

誹

得
脱

無

跨

激
玉

へ
る
も
此
.恥
匹

、
御
座
候
」

ご
云
ひ
、
叉

「
佛

の
後
生

一
大
事
該

玉
ふ
も
今
生
の
心

を

一
明
に
さ
せ
ん
旬
に
て
候
大
桑
の
法
門
は
智
北

の
.心
得
に
て
御
坐
傳
朝
夕
を
圖
り
難
き
浮
世
匿
御
坐
候
.得
者
心

の
内

・
袈

舞

・
玉
は
ん
欝

よ
・
以
・
窃

な
る
謹

製

㌫

芸

ひ
・

「
髭

馨

も
起
し
鍵

春

は
れ

道
並

ひ
行

れ

て
相
害

す

る
こ
と
有

る
ま

じ
く
佛
も
質

す
π

れ
儒

も
璽

か
く
れ

候
故
に
孚
も

あ

る
事
な
り
]

ε
云
ふ

が
如

き
言
辞

あ
偽

の
み
な
ら
キ

、
彼

か
著
作

の

}
つ
な
る
「
春

風

」
ご
題
す

る
短
瞥
凧
甲
に
は

「
正
〕呉
の
佛

往
な
れ

ば

は

　る

…
心

の
墨
.問

な
り
」

ご
明
か
に
断
言

し
て
居

る
の
で
あ

る
、
此
等

の
所

説

に
依

っ
て
之

を
見

れ

ば
藤
樹

は
自
ら
辯
解

「

・
暫

申
せ
ば
三
整

数
・
標
擾

へ
共
麓

美

・
別
な
　

の
に
て
圃
云
々
経

廻

る
も
禦

學
説
は
.

矢
張
或
る
程
度
ま
で
は
確
か
に
三
塾

致
で
あ
っ
て
、
江
.酉
の
張

は
同
醤

皆
此
の
學
風
を
守
持
す
る
も
の
な

下れ
ば
、
後
来
公
然

ゼ
三
激

一
致
　を
標
榜

し
て
活
動
せ
る
石
田
梅
巖

一
派

の
Y心
墨
が
江
西
の
v心
學
に
淵
源
す
る
ご
云

　
工

は
必

ず
し

も
失
當
に
あ

ら
ざ

る
べ
し

域
思

は

る
9一

論

説

心
學
に
就
て
(
「
)

「

r

第
八
巻

(第

「
號

三
九
)

三
九

、

.
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